
カ ヤ 植 栽 試 験 木 比 較 表

出水営林署

委

号

日
コrl 6年 度 調 査 7年 度 調 査 蒲

考限元径 (mm) 討高 (ol 支張 り(Cm) 恨元径 (mm) 封高 (cm) 陵張 り(cm)

B 1 ア ヤ 16 38
０
０ 18

2

49

11 -85

B 2 〃 9 59 12

3 -59

B 3 〃 9 16

7

37

9

13

-37

B 4 〃 25
０
０ 13

1

，
４
　
　
一 -48

B 5 〃 11 12

1

37

9 -72

B 6 〃 12

2

30

6 -62

B 7 〃 11 11

0

40

14 -50

B 8 〃 7
０
０ 8

1

22

4 -32

B 9 〃
０
０

０
０

　

０
４一

21

4 -28

B10 〃 12

1

44

6

15

-61

Bll 〃 10

1

28

8

13

-25

B12 〃 9

2

39

13 -53

B13 〃 15

2

55

25

14

-65

B14 〃 6 6

0

22

2 -34

315 〃 11

1

40

8

14

-59

B16 〃 12

1 -75

B17 〃 17

5

42

16

8

-55

B18 〃 7
０
０ 10

3

18

-10 -40

B19 〃 9 9

0

34

2 -61

B20 〃 7
９
´ 7

0

35

15 -35

* 下段は 7年度-6年度



水

番

号

」ロ

種

6年 度 調 査 7年 度 調 査 購

考限元径 (mm) 師高 (cm) 支張 り(cm 唄元径 (mm 樹高 (m 吏]長 り (cln
B 1 ニタ

゛
リマキ

０
０ 17

4

39

9

19

-61

B 2 〃 103

階死

B 3 〃
０
０ 13

1

47

5

11

-69

B 4 〃
ワ
ー 16

2

41

3

10

-66

B 5 〃 77 15

4

40

2

7

-70

B 6 〃 14
０
０

０
０ 15

1

56

18

24

-44

B 7 〃
０
０ 12

1

47

14

15

-63

B 8 〃 14

2

９
４
　

　

一

14

-58

B 9 〃
０
０ 14

2

51

6

12

-70

B10 〃 13 17

4

50

14

12

-66

Bll 〃 18

2

53

15 -95

B12 〃 13

0

35

3

10

-59

B13 〃 68 11

-1

39

3

6

-62

B14 〃 12

2

35

3 -64

B15 〃 14

2

45

13

19

-72

B16 〃 43 78 13

3

39

-4

10

-68

B17 〃
И
■ 16

1

75

35

20

-75

B18 〃 10

1

37

7

9

-64

B19 〃
０
０

０
０ 14

2

33

5 -68

B20 〃 11 83 14 49

19

10

-73

* 下段は 7年度-6年度



カ ヤ 植 栽 試 験 本 比 較 表

出水営林署

号

口
細

種

6年 度 調 査 7年 度 調 査 蒲

考限元径 (mm 封高 (cm) 陵張 り(cm 限元径 (mm 封高 (cm) 皮張り(Cm)

B 1 キクチ 12

2

34

4

13

-47

B 2 〃 8 30 14

6

30

0

17

-43

B 3 〃 14

1

37

6

12

-55

B 4 〃 13

3

34

8

14

-40

B 一ｂ 〃 11 15

4

20

-46

B 6 〃 18

3

50

17

12

-81

B 7 〃
４
■ 19

3

48

8

14

-78

B 8 〃 13 58 階死

B 9 〃
０
０ 15

4

37

7

15

-43

B10 〃 62

28

47

-16

Bll 〃 46 104 22

5

58

12

10

-94

B12 〃 15

5

10

-58

B13 〃 15

3

38

10

16

-54

B14 〃 23

8

50

20

26

-49

B15 〃 30

-8

0

-70

B16 〃 84 15

3

43

10

20

-64

B17 〃 12

0

32

0

16

-48

B18 〃 14

5

19

-13

17

-48

B19 〃 17

5

50

16

13

-55

B20 〃 12

0

20

-24
0

-94

* 下段は 7年度-6年度
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様式 (54の 2) 記録写真整理簿 (補助紙)

_盪重__重L三二■ 国有林 ′́/ 林班 功 / 小班

撮影年月日  平成 7年  ′/月 メ ,日

=基

1皇斉憲雀|工りす十宅■二
撮 影 者 農林水産事務 (技)官 itち

ノ
1 1ん

場所  字 国有林 小班

撮影年月日 平成 年

fづ

(熊局様式① 189)
― 卜 6.3納



様式 (54の 2)

場所  字

記録写真整理簿 (補助紙)

国有林 林班 小班

撮影年月 日 平成 日

附記事項

撮 影 者 農林水産事務 (技)官

”

＼

ヽ
Ｎ 綺V

洋鳶
眸

場所  字 国有林 林班 小班

撮影年月日 平成 日

附記事項

(熊局様式① 189)
― 卜 6.3納



様式 (54の 2) 記録写真整理簿

国有林

(補助紙)

林班場所  字 小班

撮影年月日 平成

附記事項 ノ
=JI

撮 影 者 農林水産事務 (技)官

場所  字 国有林 林班

撮影年月 日 平成

附記事項

小班

日月

(熊局様式① 189
― 卜 6.3納



脚 謝

11こ習彎∵観厠副嘱お椒霧覇鵬瀬饗躍銹:[燿鍛孫基だ翻斃鼎
をお る。

(2)地持え
螂 林と同じとする。

(3)植付
将来、追跡調査が可能で、データの解析 (2回反復)ができるよう産地別に植え付ける。
植付け方法は、広葉樹更新本との競合、保育等を考慮し、業植え (3～ 4本)が望ましいが、
単木植えでも良い。

その他のものは空地に適宜植え込みとする。

2、 ι商盲
現地の状況を把握しながら刈り出し等適宜実施する。

3、 各種調査
(1)―                '

成長量調査は、産地別に標準木を設け1～ 3年は毎年、5年以降は5年毎に樹高、根元径
5年次以降は胸高径)を次の野帳によって調査する。
標準木は、産地別に20本、2箇所計40本とする。

調査野帳  □凱L:        ] (単 位 :樹高=cm、 根元径=mm)

標準本番号

A地区

1 つ
ろ 3～

樹 高 赫
(年月日)

`

根元径 赫
(年月日)

キ

(2)活着、被害調査
調査は成長量調査と同時期に標準木について、活着調査、被害調査を行い記録する。

数の調査、枯損原因の調査)

(2

(4)産地別本数
宮城県白石山
〃

訓 晦
勲 確~計
4産地

A地区  B地区
(ヒダリマキ) 35本   35本
(コ ツプガヤ) 80本   80本
(当場-1)  80本   80本
(菊池)   80本   80本

275本  275本

計
70本
160本
160本
160本
550本

(残存本

(5)植付けの模式図

産地別配署図

①宮城県自石山 (ヒダリマキ)
②  〃 (コツプガヤ)
③宮崎県綾産  (当場‐ 1)

苗木位置

産地別

試験地

区域面積

卿薩(ケ
イ三―_/｀＼

産 地 植付本数 轍 融 枯損率 枯損原因

宮城県自石山 (ヒダリマキ )

〃   (コツプガヤ)

宮崎県綾産  (当場-1)

菊池市産   (菊池 )

計4産地

(3)形質、材質、材色調査
調査可能となつたとき九州林木育種場と共同で行う。

＼

、
―

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

凡例



様式 3
技 術 開 発 完 了 報 告

出水営林署

課 題 名 カヤ植栽試験

指・自・任

区 分
ィ上芦I

開 発

期 間

平成 5年度

平成 30年度

担

　

当

指導普及課

目

標

林木育種センター九州育種場においてカヤの産地別変異を調べているが,苗畑での成

長量調査が終了したことから,各家系の追跡調査が必要であり,植栽試験地を設定し,

産地別成長量,形質及び材色の差を調査する。

結

果

平成 5年度に試験地を設定し,産地別に 4系統
550本 を植栽 した結果 ,翌平成 6年度の調査時
点での活着状況は良好であつたが,試験地全域 (
区域の 7割程度)に野兎の食害が発生した。
更に,平成 7年度はシカの食害も発生したため
防護柵を設置した。

平成 9年度に発生した 2度の地震により,林道
が崩壊し,防護柵も破損した。

林道災害復旧工事に試験地がかかることと,シ
カ,野兎の被害は甚大で成長も期待できないこと

等から,試験地としての目的は達成できない状況
と判断し,林木育種センター九州育種場との協議
に基づき廃上を決定した。

技術開発経費内訳

〈人工〉

物件費

役務費

人件費

基 職  〈23)
その他  〈32〉

千 円

213

249

イ).f    〈5 5〉    4 6 2

開発経過と調査内容

成長が特に遅いと言われているカヤを産地別に植栽し,初期の成長量,形質及び材色
について調査観察を行い,今後の植栽の参考にすると共に,貴重樹の資源拡大に努める
目的で,林木育種センター九州育種場の協力を得て共同試験地を設定した。
1 平成 5年度に試験地設定
(1)場   所  上宮岳国有林81ぬ林小班
(2)面  積  0.73 ha
(3)植栽本数  4系統 550本

アヤ70,コ ツプ160,ヒ ダリマキ160,キクチ 160
2 調  査  1系統を2区域に各20本,4系統計 160本を調査木に設定
(1)成長量調査 樹高,根元径・・ :平成 5年度植栽時から平成9年度まで毎年調査を

行い,平成 11年度以降は隔年度調査とした。

(2)活着状況調査・・・平成6年度に実施
活着は全体的に良好。

試験地全域 (区域の7害」程度)に野兎の食害が広がつた。

3 シカ,野兎対策用防護柵を設置
平成 7年度は,野兎に加え更にシカの食害も発生したため,営林局に報告するととも
に,平成 8年 3月 ,シカ,野兎食害防止用の防護柵設置を実施した。
植栽箇所の周囲約550mに 防護ネットを設置
杭の高さ 1.6m,杭間2.5m
ステンレス入リネットを1.5m幅で延長550m設置

4 平成 9年 3月 及び5月 に発生した鹿児島県北西部地震により,林道が崩壊し防護柵の
一部も破損した。

林道災害復1日工事による試験地への影響が避けられないこと,ま た,シカ,野兎の被
害は甚大で成長も思わしくなく,試験地としての目的を達成できない状況にあること等
から,平成 9年 8月営林局へ試験地の廃止上申を行い,林木育種センター九州育種場と
との協議に基づき平成9年度をもつて廃止することを決定した。

評価及び普及指導

技術開発期間中であつたが,植栽木のカヤについて,シ カ及び野兎の食害が著しく,成長
も期待できないと判断されることから,初期の目標を達成する見込みなく試験地を廃止。

雪◎

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形


